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第二編端書
本稿は、前稿「人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』
の作品構想（１）」（本誌第42号所収）に続くものであり、『ち
りとてちん』の人物呼称を切り口として人物造型を含めた
作品構想を解明する研究の、主たる考察を進めるものであ
る。前稿では、本研究の意義、『ちりとてちん』の概要、及び、
人物呼称の一つの土台となる人物名称について、記述・紹
介および考察した。
本稿では、前稿の内容に基づいて、人物呼称をドラマ各
シーンの引用を元に考察する。このため、本稿を読むにあ
たっては、適宜前稿を参照し参考にされたい。章番号・引
用番号・図表番号は前稿の追番とする。また、各種表記の
様式も、前稿に倣うものとする。
４．作品構想を反映する人物呼称の諸相
１．リアルな「関西風」
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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The teleplay "Chiritotechin" broadcasted from October Heisei 19 to March Heisei 20, is the 
work which acquired record popularity in the history of the NHK continuation serialized novel for 
television. It is thought that factor of its popularity is a precise plot. The fine quality of its scenario 
and production is thought finely. Above all, the names by which characters are called symbolize 
their personalities and human relations. I think that the names have played the important role in 
the plot. I verified new positioning of the names by which characters are called in fictions which 
proposed "Chiritotechin" from the HYOGEN-GAKU viewpoint. In this second paper, I considered 
the interrelation of the names by which characters are called, based on consideration about the 
characters' names in the previous paper. and I clarified the research topic.
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『ちりとてちん』は、大阪を一つの舞台の地とし、落語
が一つのモチーフとなる。上方芸能をとりあげた虚構作品
となると、それ相応のムードを醸す目的で、人物呼称もそ
れなりのものが用いられることが多い。具体的には、落語
家の用いる一人称に〈わし〉〈わい〉などが、二人称には
〈あんさん〉〈おまはん〉などが、それぞれ用いられると、
いかにも関西・大阪・上方芸能（落語）というムードが醸
成される。これは、『ヴァーチャル日本語 役割語の謎』（金
水敏。2003 岩波書店）において提唱された概念である〈役
割語〉の一種とも言える。
しかし、『ちりとてちん』に登場する主要な登場人物と
しての落語家たちは、そのような人物呼称を用いない。
例えば、徒
つれ
然
づれ
亭
てい
草
そう
若
じやく
である。年齢・世代から考えても、
そのような人物呼称を用いるのが自然と思われるにも関
わらず、ごく一般的な人物呼称を用いる。例として、二つ
のシーンを引く。
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（９）第 12 週金曜日（第 71 話）11′ 55″～ 13′ 32″
大阪・草若邸庭及び縁側
草若「（障子を開けて縁側に出てきて）どこ行くねや」
〔中　略〕
喜代美「草々にぃさんは。殴っとらんのです。殴った
のは小草若にぃさんでぇ～、草々にぃさんはそれ
庇ったんです」
〔中　略〕
草若「草々が殴ってへんことぐらい、分かってた。け
どあいつ、俺に嘘ついた。この俺を騙しよった。…
いずれにしても破門や」
喜代美「…誰が何
なん
て言うても、草々にぃさんを連れ戻
します（駆けだそうとする）」
草若「（追い被せるように）行ったらあんたも破門や」
（喜代美、一瞬立ち止まるが、やはり出て行く）
小次郎「あ、おー…」
小草若「ああ、喜代美ちゃーん」
（0）第 19 週木曜日（第 107 話）10′55″～ 13′43″
大阪・「北天満中央病院」草若の病室
（草若に付き添っている喜代美が泣いている）
草若「わっかーさー。（身を起こし）おまえ。ほんー
まにアホやなぁ。はは、どないすんねんなぁ。俺ょ
り先に死ぬか？ …おえが、先に死ぬのがかなん
言
ゆ
ーねゃったら。おまえが先に死ぬしかないやなぃ
かぃ。…でー、残った俺にー。そのかなん思い、さ
せる気ーか？ …こんなもんはな、順番や。おまあ
より先に、俺が死ぬんぁ道理や。消えていく命を、ぃ
とーしむ気持ちがー。だんだん、今生きてる、自分
の命を、いとおしむ気持ちに変わっていく。そした
らー、今よりもっっともっと、もっっといっしょけ
んめに生きらえる。もっと笑
わろ
ーてぃきられる。若狭。
俺を。笑わしてくぇ。おまえの創作落語で俺を、笑
わしてくれ」
喜代美「…やってみます。…創作落語。やってみます」
（９）は、徒然亭草
そう
々
そう
を破門し、一門が混乱している局
面でのシーンで、草若が全弟子の前で、弟子に対するかな
り生々しい感情を吐露している、いわば修羅場である。ま
た（0）は、自分の死期が迫り、またそうであることが
ヒロイン（和
わ
田
だ
→）青
あお
木
き
喜
き
代
よ
美
み
にも露顕してしまった段階
にあって、二人きりの部屋で喜代美への愛情を静かに語っ
ている。対照的ではあるがいずれも草若の感情が昂り極
まっているシーンと言ってよいであろう。
そのいずれでも、草若の一人称は〈俺〉である。いわんや、
それ以外のシーンでも、日常会話においては、草若は〈俺〉
という一人称を標準としている。〈俺〉は、共通語におけ
る日本人男性の日常会話での一人称として、最もありふれ
ている、と言って差し支えなかろう。
もちろん、公式な場や、身内でないやや気のおける相手
に対しては、前稿（７）及び（８）のごとく、〈私〉を用
いている。あるいは、草若からみて唯一目上にあたる登場
人物と言ってよい鞍
くら
馬
ま
太
た
郎
ろう
に対しても、やはり〈私〉であ
る。この使い分けも、あくまで常識的・共通語的である。
『ちりとてちん』に登場する落語家の代表格とも言うべ
き草若が、このような一人称の用い方をみせることには、
作品構想上の小さくない意義があるのではなかろうか。
その意義を考察する前に、草若が逆に「関西的」一人称
を用いているシーンをみておく。
（）第６週月曜日（第 31 話）９′ 59″～ 12′ 24″
大阪・草若邸居間
（寝ころんでいる草若の脇で草々が正坐して手をつ
いている）
草々「師匠」
草若「ぁーー」
草々「お稽古お願いします（頭を下げる）」
〔中　略〕
草々「師匠！」
草若「草々…。（うんざりした顔で起き上がる）わ
しゃ昔かー、の稽古っつゃつ、大っ嫌いゃね。考え
てぉみぃ。んな狭いとこでごつぃ男が、汗ゃら唾ゃ
ら飛ばしもってぐっちゃぐっちゃぐっちゃぐちゃ
しょーもない噺の聞かされんねゃぞー」
〔離れの前〕
（喜代美が帰ってくる）
〔中　略〕
草若「そゃから三年前から言
ゆ
ーてるゃろ。落語やりた
3いんやったら、どか余所行けて」
草々「…師匠やないとあかんのです。…俺は師匠の落
語を受け継いで、伝えていきたいんです」
草若「どーーやって伝えるねん！ ここん居ったら誰
も協力してくれへん、稽古すんのも、高座上がんの
も、おまえいつまでもどこまでも独りゃ。独りぼっ
ちゃ。そえでー、落語ーやっていけるー、思てん
ねゃったら、そらおまえ傲慢じゃ！」
草々「（涙ぐみ）そお、そーかて俺…。（うつむく）…
ししょ… （しゃくりあげて）俺…、師匠…、…ら
くごお…」
〔離れの前〕
（喜代美、いたましい表情）
〔居間から庭〕
（草々、いたたまれず立ち上がって離れに駆け込む）
喜代美「（草々を振り向き）草々さん」
（）で草若の一人称が〈わし〉となっている。この週
では、未だ草若は高座復帰前で、荒んだ生活をしている。
この前後の週に〈わし〉が何度かみられる。口では、高座
に戻る気はない、と言いながら、落語への並々ならぬ思い
があり、それを抑えつけていることが、多くのシーンで描
写されている（このシーンも、草々の落語家としての将来
を案じる思いが草若の本心である）。落語家に復帰してか
らは使わなくなる落語家的一人称を、この段階で使わせ
る、という逆説的な「ねじれ」は、草若の揺れる心を象徴
する結果になっている。
このような例外はありつつも、草若に共通語的な一人称
〈俺〉を多用させたことは、ドラマ全体のムードが過剰に
「関西風」に傾くことから救う意義がある、と言えよう。
前掲書『ヴァーチャル日本語 役割語の謎』では、〈役割
語〉としてのいわゆる関西弁によって喚起される、いわゆ
る関西人のステレオタイプについて、（2）のごとく述べ
られている。
（2）さて、これまで見たように、関西人、大阪人に関
するステレオタイプは、江戸時代後期の江戸で形
成された性質を核とし、近代になってさらに重層
的にいくつかの性質が付け加えられてきたので
ある。すなわち江戸時代には「けち」「饒舌・冗
談好き」といった性質が上方者に与えられていた
が、むしろ江戸の人間よりは非暴力的であると見
られていた。近代には、一九三〇年以降、ラジ
オ・テレビによる漫才中継やお笑いドラマの発信
により、「関西弁＝お笑い」の図式が明瞭になり、
さらに一九六〇年頃からの花登筺ドラマによっ
て「ど根性」の性格が付与された。
（『ヴァーチャル日本語 役割語の謎』98 ･ 99 頁）
関西が舞台の一つである以上、多くの登場人物たちがい
わゆる関西弁を話すことは避けられない。また、福井県は
通常関西とは見做されないが、小浜を含む同県の嶺南地方
の方言も、アクセント等がいわゆる関西弁に近似してお
り、離れた地方の視聴者ほど、関西弁として捉えるであろ
う。ともすれば、（2）にあるようないわゆる関西人のイ
メージが、作品全体にフィルターとしてかかってしまうお
それがある（なお、同書では（2）に続いて、いわゆる
漫才ブームや、アイドルデュオ Kinki　Kids などによって
もたらされた、「関西弁＝かっこいい」という図式も指摘
している。しかし、『ちりとてちん』の関西弁に限って言
えば、上方落語という限定されたジャンルの芸能をモチー
フの一つにしていることから、この図式については考えな
くてよいであろう）。
しかし、後にもみるように、『ちりとてちん』には、あ
らゆるタイプの人物が配されている。そうでなければなら
ないのである。このフィルターの色を可能な限り薄くする
必要がある。それを科白のことばのうえで実現したのがこ
の共通語的呼称なのである。
これには、脚本の藤本有紀氏が兵庫県伊丹市出身である
ことも影響している可能性がある。いわゆる関西弁のなか
でもいわゆる「こてこて」とされる、上方芸能で使われて
きたような言い回しは、大阪府の中心部に面影を残すに過
ぎず、周辺部では、語彙・語法を中心にかなり共通語化が
進んでいる。伊丹市を含め、兵庫県の大阪に近い南東部
は、「こてこて」の関西弁と身近に触れることができつつ
も、日常会話では比較的あっさりとした関西弁が常用され
る地域である。
このいわば二重性が、劇中の落語家たちに、「落語家（芸
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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人）」としてのことばと「人間（生活者）」としてのことば
と、二種のことばを与え得たのではないか。そしてそのこ
とが、上方落語という、関西在住以外の視聴者にとっては
異文化であるものをモチーフとしながら、忌避の情を喚起
することなく、登場人物のリアルな生活と行動への感情移
入を促し得たのではないか。
本項では草若で代表させているが、その弟子たちを含め
た、主要な落語家たちの人物呼称は、大まかには同じ傾向
をみせる。このことは、第３項で改めて検討する。
なお、喜代美が話すことばについても、呼称の使い分け
はないものの、明確な二重性と「ねじれ」がみられる。
すなわち、落語家になってからの喜代美は高座に上がっ
た時のネタのなかではいわゆる大阪弁を話しながら、日常
会話において用いるのは何年経っても福井方言、すなわち
母和田糸
いと
子
こ
に通じる「ふるさと」のことばである。これは、
喜代美が大阪や上方芸能に染まりきらず、最終的に落語家
から一人の女性へと回帰することの示唆となっている。
ところが、喜代美が高座を退いて二十年近く経った時点
から語っているはずのナレーションは、上方の芸人そのも
ののいわゆる大阪弁によってなされているのである。もち
ろん喜代美は、上方落語の「お母ちゃん」になる、と言っ
て落語家を引退したのであるから、自ら演じはしなくと
も、上方落語に濃厚に接しつつ日々を送ったはずではあ
る。
しかしやはりここにも「ねじれ」がみられると言ってい
いであろう。
２．全てを受容する「関西的」二人称
草若の用いる二人称についても、同様のことは検証でき
る。
すなわち、共通語的な〈あんた〉〈おまえ〉あるいは〈～
（人物名称）さん〉がその大半を占めていて、〈あんさん〉〈あ
んたはん〉〈おまはん〉〈～（人物名称）はん〉といった、「関
西」や「芸人」を感じさせるような二人称は、落語のネタ
のなか以外では、ほとんど使われることがないのである。
草若が喜代美を指す時の二人称をみる。
（3）第９週木曜日（第 52 話）７′ 49″～８′ 12″
大阪・草若邸稽古場
草若「今日からー、噺の稽古始めよ」
喜代美「…はい」
草若「あんたが最初に演るー落語はー。…ちり、とて、
ちんゃ」
喜代美「ちりとてちん」
草若「そぅや」
喜代美「…ゆー落語があるんですか？」
草若「そぅやー」
喜代美の弟子入り前、及び、内弟子修業中においては、
草若が喜代美を指すときの代名詞による二人称は、（3）
に例示したように、〈あんた〉が標準となっている（ただし、
後の（9）にある、喜代美が最初に弟子入りを願い出たシー
ンで、一度だけ〈あなた〉と呼んでいる。これは敢えて他
人行儀な態度で喜代美を突き放すための臨時的変更と考
えられる）。他の弟子（兄弟子）に対しては〈おまえ〉が
標準であるのと対照的であり、喜代美が女性であるための
遠慮も反映しているのであろう。
これが、喜代美の年季が明けて一人前の落語家となって
からは、喜代美を指す時の代名詞による二人称も〈おまえ〉
が標準になっている。例えば先の（0）である。喜代美を、
兄弟子らと同等の二人称で遇していることになる。
しかし、いずれにせよ共通語的であることは、一人称と
同様である。二人称については、むしろ例外的な用法から、
別の面からの作品構想が窺い知られる。
草若が例外的に「関西的」な二人称を用いたシーンの例
が（4）及び（5）である。
（4）第 20 週火曜日（第 111 話）４′ 41″～６′ 38″
大阪・「北天満中央病院」草若の病室
糸子「ほらほら師匠、見てくださぃ。（兎の形に剥い
たリンゴを両手に持ち）蟹ー！ 蟹差し上げるんや
さけぇ、これからも喜代美をお願いします」
草若「（笑いながら）かないまへんわ奥さんには」
小次郎「（ドアを開けて入ってきて）し、義姉さん何
なに
しとんど」
糸子「あ、小
こ
次
じ
郎
ろう
さん。（慌ててリンゴを皿に置き）
別に何
なん
も」
小次郎「師匠さーん、お加減いかがですこー」
5草若「お加減ご機嫌です。若狭のお母さん面白い話し
てくれっさかぃ」
小次郎「あっはは、義姉さーん、買い物とか何かー、
行かんでえーんこお？」
〔中　略〕
草若「ふふ、ほんーまにおもろいお人や、小次郎はん
は」
小次郎「ほですか？」
草若「若狭と、似たよなとこありますわ」
小次郎「ほんまにー、そー思いますこー」
草若「あーぃ」
小次郎「わしも、喜代美のことはぁ、他人やとー思え
ませんねん」
草若「他人やおまへんやろー。姪御さんでっしゃろー」
小次郎「ほーですなぁ。できのえー兄弟と比べられ
てー、どんどんどんどんいじけていきよんのがー、
あ、そっくりやー」
（5）第 20 週水曜日（第 112 話）０′ 00″～２′ 33″
大阪・「北天満中央病院」草若の病室
奈津子「こんにちは」
小次郎「なっちゃーん」
奈津子「ごめんね遅なって」
小次郎「いやぁ」
草若「すんませんなぁ忙しぃのに奥さーん」
奈津子「いや。奥さんちゃいますよー」
小次郎「いやぁ奥さんやでー。これが当たったらー。
師匠。この中にね。宝くじが入っとんですぁー。こ
の宝くじでぇ、二百万以上当たったらぁ、もれなく
なっちゃんと結婚できるんです、ふふふふ」
奈津子「ちょっとぉ。変な言い方せんといてー」
〔中　略〕
草若「あっ、私も、一枚、買
こ
ーといてもらおかなー」
小次郎「ほんまですか？」
草若「小次郎はんに買てもぅたら、何や当たりそぅや」
奈津子「これ、あーたったことないですから」
〔中　略〕
草若「小次郎はんはー、ほんーま心の綺麗な人ゃ。困っ
たとっもぎょーさんあるさかぃ、そっちの方に目が
むいてしまうかもわかれぇんけども」
奈津子「ぇへ、はぃ」
草若「あんたそれー、全部分かって、受け容れて。あ
んたは立派な女性や」
奈津子「いやぁぁ、そんな」
草若「奈
な
津
つ
子
こ
さあん」
奈津子「はい？」
草若「おーきにありがとぅ」
奈津子「え？」
草若「いやあんたはんが、大阪にー居てくれはったお
かげで、どんだけー、若狭が助かったか分かれへん。
そのおかげで、どんだけ私が助かったかも分からへ
ん」
奈津子「師匠…」
草若「…おーきに」
奈津子「…助けられたのは、私の方です」
ここで〈小次郎はん〉〈あんたはん〉の二人称がみられる。
草若は、和田小
こ
次
じ
郎
ろう
だけは〈はん〉付けで呼ぶことが多い
（〈さん〉付けのこともある）。落語家である喜代美を別に
すれば、小次郎が和田（正典）家で最も落語の世界を体現
したような呑気でちゃらんぽらんな可愛げある人物であ
ることが、草若のこの落語的二人称と符合する。小次郎と
話していると落語を演っているような気分になる、という
草若の思いを現した呼称ということになろう。ここでも、
実際上は落語と関係ない人物である小次郎を指す時にの
み落語的二人称を使う、という「ねじれ」がみられる（緒
お
方
がた
奈
な
津
つ
子
こ
に対する〈あんたはん〉は、こうした小次郎との
会話のムードが残ったなかで、こと改まって礼を言おうと
いう時、通常の〈あんた〉ではやや不躾けであるために、
自然に〈はん〉がついたもの、という位置づけになろう）。
３．人物呼称による落語家の遠近感
前々項・前項と、主に草若の用いる人物呼称について考
察した。喜代美以外の落語家のなかでは最も重要な人物
で、最も喜代美に与えた影響の大きい人物として、代表さ
せたのである。本項で、他の落語家についても検討してお
く。
喜代美の兄弟子たち、一番弟子の徒然亭草
そう
原
げん
・二番弟
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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子で夫となる草々・三番弟子かつ草若の息子の徒然亭小
こ
草
そう
若
じゃく
の三人いずれも、草若と同じく一人称の標準は〈俺〉で
ある（四番弟子の徒然亭四
しい
草
そう
は少々特殊であり、他の人物
とも関連させて考える必要があるので、別に詳しく検討す
ることとする）。
例えば、（）の草々は、師匠である草若に直接話しか
けているにも関わらず、一人称が〈俺〉である。
草原と小草若も、日常会話における一人称の標準が〈俺〉
であること、あらたまった場面で〈私〉となることは共通
している。ただし、（）にみるように、草原と小草若と
では「あらたまった場面」の基準が異なる。
（）第 12 週土曜日（第 72 話）７′ 27″～ 13′ 04″
大阪・草若邸居間
尊健「草若師匠。草々の破門は。取り消していただけ
ないでしょうか。…お願いいたします（頭を下げ
る）」
〔中　略〕
柳眉「私からも、…よろしゅぅ、お願いいたします（平
服する）」
草若「けどー、ひとの弟子、どついて、怪我さした奴
をなぁ」
小草若「んんー、そやから、どつぃたんは俺や言うて
るやろー」
柳眉「え？（振り向く）」
尊健「あ。（立ち上がって）おまえやったんかー」
〔中　略〕
草若「とにかく。破門の取り消しはできん！」
柳眉「こ、くそ頑固おやじ！ …すんません」
四草「草原にぃさん…。（立ち上がって草原の胸ぐら
を摑むといきなり殴りつける）」
草原「（台所に倒れて驚き）何すんねん！」
四草「（草若に向き直って手をつき）師匠。僕もひと
をどついてしまいました。…破門ですね」
（草原、同様に立ち上がって四草を殴り倒す）
尊健「あぁー…」
草原「（草若に向かって手をつき）私もどついてしま
いました。…破門ですね！」
草若「…おまあら。…何してんねん」
尊健「何
なん
やこの一門…」
喜代美「（外から声）師匠！（庭に駆け込む）」
（草原・小草若・四草、一斉に縁側に）
草原「若狭！」
四草「草々にぃさんは」
草若「何で入って来てんね。破門や言ぅたやろ！」
柳眉「えぇ？ 若狭もお？」
尊健「そやから。どんな一門やねん」
（喜代美と草若、暫し睨み合う。そこへ草々がおずお
ず入ってくる）
尊健「…ぉ草々」
草若「（立ち上がって草々を見つめ、足袋のまま庭に
下りて駆け寄ると、草々の頬を打ち）…どぁほー !! 
…何でー。あないな嘘つくねや！ …おかげで。俺
がどんーなえらい思いした思てんねん！ つまえも。
他人みたぃな。遠慮しくさっ。…ちっとはー !! 親の
気持ち考えぇ！」
（泣きだす草々）
草若「俺も。殴ってもた（草々の肩を抱き寄せる）」
（草々、草若の肩で大声を上げて泣く。その草々の顔
を見ながら何度も頷く草若。涙を浮かべつつそれを
見守る一同）
草々「師匠、（泣く） ぅふー、師匠…」
尊健「（泣きながら）そやから。どんな一門やねんて」
（）では、小草若は〈俺〉、草原は〈私〉を用いている。
草原と小草若との年齢の違い、小草若が草若の実子である
ことによる遠慮のなさ、草原の〈私〉は草若に向かって手
をついた状態で発せられていること、などが異なりの要因
である、と言えよう。また、四草は〈僕〉を用いており、
他の弟子とまた異なる。
しかし、いずれにしても、やはり共通語的一人称しか用
いないのである。喜代美にしても、一人称は専ら〈私〉で
ある。女性の一人称として大阪らしさを感じさせる〈うち〉
などは、大阪に何年住みつづけても、用いない。
徒然亭一門の落語家たちの用いる人物呼称は、総じて共
通語的である、と言ってよいであろう。また、一門のきわ
めて身近にいる男性である散髪屋の磯
いそ
七
しち
や居酒屋「寝床」
の大将熊
くま
五
ご
郎
ろう
も、一人称は〈俺〉が標準である（磯七など「大
阪の化身」などとあだ名される（第 23 週）にも関わらず
である）。熊五郎の妻咲
さき
も、一人称は〈あたし〉を用いて
おり、やはり共通語的である。
徒然亭以外の落語家の一人称をみると、（）にも登場
している土
と
佐
さの
家
や
尊
そん
健
けん
は徒然亭の男性落語家と同じく〈俺〉
を、そして万
まん
葉
よう
亭
てい
柳
りゆう
眉
び
は〈私〉を、それぞれ常用している。
二人称・三人称についても同じ傾向である。この二人は、
草々と三人で「上方落語若手三国志」として並び称されて
いることになっており、人物名称にもそれが反映されてい
る。ただ、尊健と柳宝とでは、ストーリー上徒然亭と直接
絡む度合いが異なる。明らかに尊健の方が高い。
尊健は例えば、和
わ
田
だ
清
きよ
海
み
にちょっかいを出そうとして
草々と喧嘩したり（第 0 週）、草若のことを罵って小草
若に殴られたり（第 2 週）している。前者の結果草々と
清海とが本格的に交際しはじめて喜代美を悩ませる結果
となり、後者は草々が破門となる事態をまねき、ひいては
喜代美が草々との想いを確かめあって結婚に至る契機と
なる。この他、喜代美が新境地である創作落語にとり組も
うとする時、先人として見本を見せたりもしている。脇役
ながら、重要な局面で登場している。
この尊健に、徒然亭の落語家と同様の人物呼称を使わせ
ていることは、彼の喜代美からの人間関係の「近さ」を反
映させる結果になっている。柳眉はそれに次ぐ位置にいる
ことになる。
反面、「関西的」な人物呼称を用いる落語家がいないわ
けではない。尊健の師匠である土佐家尊
そん
徳
とく
、及び、柳眉の
師匠である万葉亭柳
りゆう
宝
ほう
である。
（）第 15 週火曜日（第 81 話）０′ 48″～１′ 33″
大阪・「天狗座」楽屋
草々「失礼します」
柳宝「おーぅ草々」
草々「柳宝師匠、おはようございます」
柳宝「おはようさん。おぅ、今日のピンチヒッターお
まはんか」
草々「はい。」
〔中　略〕
草々「お、ちゃんと挨拶せ」
喜代美「あっ、はい。青木の、妻でございます」
草々「やぃや、そっちとちゃう！」
喜代美「はっ？ すいません！ あ、今
き ょ う
日は。袖から勉
強させてください。よろしくお願いします」
（）では、柳宝が〈おまはん〉というかなり濃厚に「関
西的」かつ「落語家的」な二人称を用いている。一方の尊
徳は、一人称に〈わし〉を常用する。この二人は存在感こ
そあるものの、ストーリーに深く絡むわけではない。喜代
美からの距離も遠くなる。むしろ、書割的に上方落語の
ムードを体現する背景のような役割を担っており、これが
このような人物呼称にあらわれていることになる。
こうした虚構内人物の配置と〈役割語〉との関連につい
て、前掲書『ヴァーチャル日本語 役割語の謎』では、（8）
のごとく述べられている。
（8）脇役とは、すなわち読者があまり関与する必要の
ない人物なので、カテゴリーベースのモードで十
分であり、このモードの処理に適するように、作
者はステレオタイプに従った人物描写をすれば
十分である。しかし、主たる登場人物については、
個人化された、深い処理を読者に要求しなければ
ならない。そのためには、むしろステレオタイプ
を破って、読者の注意を引きつける必要があるの
である。
（『ヴァーチャル日本語 役割語の謎』43 頁）
なお、柳宝と尊徳とは、草若とともに「上方落語四天王」
と呼ばれる大御所であり（四天王のもう一人は鏡
かがみ
漢
かん
五
ご
郎
ろう
で
あるが、彼は病気により言語不明瞭という設定のため、ほ
とんど科白がない）、草若と同世代と考えられる。さらに、
やや上の世代と思われる鞍馬も、落語家でこそないが上方
芸能に深く関わる人物であり、一人称はやはり〈わし〉で
ある。
これら近い世代の登場人物のなかにあって、草若が独り
〈俺〉に代表される共通語的人物呼称を徹底していること
は、喜代美への「近さ」を感じさせる事態として、際立っ
ていると言えよう。
なお、〈わし〉という一人称は、（4）の小次郎がそう
であるように、小浜側の登場人物も、壮年以上の男性は皆
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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（地元出身でない和田秀
ひで
臣
おみ
を例外として）標準としている。
これは、当地の方言としてごく自然にそうなっているもの
であり、大阪側の〈わし〉とは区別して考えるべきであろ
う。喜代美の祖母和田小
こ
梅
うめ
の一人称の標準である〈うち〉
（後の（23）に例がある）も同様である。
４．人間関係の転機と一致しない人物呼称の転換
喜代美は、草若に入門することをもって上方落語の世界
に入ることになる。喜代美が草若を指す時の二人称及び三
人称は、概ね〈師匠さん〉から〈師匠〉に変化する。しか
しながら、それは入門と同時にきっぱりと換わるわけでは
ない。
そもそも、弟子入りを願い出る（9）のシーンにおいて、
本来喜代美は、その決意の固さを表現するためにも、草若
を〈師匠〉と呼ぶべきであった、とも言える（大体におい
て〈師匠さん〉という呼称は敬称ではなく、草々が〈師匠〉
と呼んでいたことから派生したあだ名のようなものであ
る）。しかるに喜代美は〈師匠さん〉と呼んでいる。喜代
美が「落語家になる」ことを表明してから、恐らく数十分
も経っておらず、しかも「落語家になるためにはまず師匠
に弟子入りしなければならない」ということを初めて知っ
たのも、この直前である。この時点での喜代美が弟子入り
を望む気持ちが、衝動的で薄弱であることが、この呼称か
ら読み取れる。
（9）第８週火曜日（第 44 話）12′ 13″～ 13′ 42″
大阪・草若邸居間
喜代美「（草若のまえに手をつき）師匠さん」
草若「はぃ。何
なん
でしょ」
喜代美「私ぃ～、高校卒業するまでの十八年、これー
ゆうもん見つけられんと生きてきました。でもぉ
～、そんなん嫌や思て、人生のど真ん中どーんと歩
いていける、そんな自分になりたい思て、大阪出て
きました。一年近
ちこ
ぅかかったけどぉ、やっとみつか
りました。…私を、師匠さんの弟子にしてください。
お願いします（頭を畳に擦りつける）」
草若「（喜代美を見て微笑み）お断りします」
喜代美「え？」
草若「あなたを弟子に取るわけにはまいりません」
実際、この週の最後に草若は喜代美の弟子入りを認める
が、それは喜代美の熱意にほだされて、と言うより、喜代
美の父和田正
まさ
典
のり
から聞かされて気づいた正太郎との縁に
免じて、という面が大きい。そのため、入門許可の意志表
示の直後、草若は正典に厳しい表情と言葉とを投げかけて
いる。決して「円満」に弟子として迎えたわけではない。
入門して内弟子修業が始まってからも、喜代美のこの二
人称は変わらない。
（20）第９週月曜日（第 49 話）10′ 09″～ 10′ 56″
大阪・草若邸台所
喜代美「（味噌汁を作りながら）ごはんですよー！ 草
若師匠　草々にーさん坐ってくださーい！」
草々「そんーな呼び方があるかー！」
喜代美「ぅおっ」
〔喜代美、草若の部屋の前の廊下に坐る〕
喜代美「師匠さん。失礼してもよろしーでしょーか」
草若「（声）どうぞー」
喜代美「失礼します。（障子を開け、手をついて）お
はようございます」
草若「おはよぅさん」
喜代美「朝食の支度ができました」
草若「はぃはい」
〔居間で座卓に着いて食事する三人〕
喜代美「あ。師匠さん」
草若「ん？」
喜代美「稽古は何時からですか？ やっぱり着物とか
着た方がええんですよねぇ。小浜に帰ったらあると
思うんですけどぉ～、どねしたらええんですか？」
草々「おい」
草若「ごっそーさん」
草々「散歩ですか？」
草若「う、んー」
喜代美「（食べながら坐ったまま）いてらっしゃい」
（草々、喜代美の頭をはたく）
（20）では、下宿人であった時と変わっていない不作法
な態度を草々に叱られたものの、なおも〈師匠さん〉と呼
びつづけたうえ、無礼な言動をさらに重ねている。
9喜代美が草若を〈師匠〉と呼ぶのは、（2）のシーンが
最初である。
（2）第９週火曜日（第 50 話）10′ 56″～ 11′ 43″
大阪・草若邸縁側
（草若が爪を切っているところへ喜代美が帰宅する）
喜代美「（草若の前に手をつき）師匠！」
草若「んー？」
喜代美「ただいま帰りました。…あのぉ～、落語教え
てくださぃ。私にも稽古をつけてくださぃ。お願い
します！（頭を畳に擦りつける）」
草若「よいしょ。（意に介さぬ様子で立ち上がり、切っ
た爪を包んだ紙を指し）ほかしといて」
喜代美「（慌てて追いかけ）師匠！ 待ってくださぃ」
草若「ん？」
喜代美「炊事も洗濯も掃除も。夜中までかかっても
ちゃんとしますさけぇ、私にも落語の稽古をつけて
くださぃ」
草若「落語の稽古お？」
喜代美「はぃ」
草若「さしたってるやないかぃ」
喜代美「え」
草若「草々！」
草々「（声）はぃ」
草若「稽古しよかー（稽古場へ去る）」
草々「（声）はーぃ」
この日の喜代美はテレビ局に出かけ、番組アシスタント
をいきいきと務める清海に会い、落語家の修業について訊
かれ、家事ばかりしている、と答えることもできず、落ち
込んで帰って来たのである。何のために草若が自分に家事
をさせているのかは、まだ理解していない。とにかく早く
落語の稽古をつけてもらわねば清海に追いつけない、とい
う焦りだけが先に立っている。一応、草若にものを頼むの
に馴れ馴れしい〈師匠さん〉ではまずい、ということは直
観的に理解しているために、ここでは〈師匠〉と呼んでい
ることになろう。しかし、これは待遇表現としての転換で
はなく、自分のことしか考える余裕のない、打算的な呼称
である。草若もそれを見てとっているから、まだ稽古をつ
けようとはしない。
（2）の〈師匠〉が打算的な臨時変更である証左として、
（2）の後の第 5 話に入っても、なお〈師匠さん〉の呼
称はみられる。しかしこの第 5 話で喜代美は、草若が淹
れてくれた茶を口にし、「ひとを喜ばせる」という落語家
の基礎をなす精神の何たるかを悟り、さらに奈津子の言葉
とも考え合わせ、修業として家事をすることの意味に気づ
く。それ以後、喜代美が〈師匠さん〉の呼称を口にするこ
とは基本的になくなる（唯一、高校時代の同級生と話す
時、一般人に分かりやすく柔らかな表現をと配慮した結果
と思われる用例が第  週にみられる）。打算的な〈師匠〉
から、草若に対する敬愛の念がこもった、腹の底からの〈師
匠〉に昇華した、ということである。
このように、〈師匠さん〉と〈師匠〉という喜代美の用
いる二人称の「ゆれ」は、喜代美の心持ちを正確に反映し
ている。
また、和田（正典）家が徒然亭一門と家族的なつきあい
を深めていくにつれ、喜代美ほど強固な絆ではないにして
も、同家のメンバーは、それぞれに草若に対する親愛と尊
敬の念を抱くようになる。それにつれ、各々のタイミング
で草若を指す二人称・三人称が喜代美同様〈師匠さん〉か
ら〈師匠〉に転換していく（ただし、〈草若師匠〉という
芸名を含んだ呼称は、出会った当初から聞かれる）。
例えば糸子の場合、第十七週まで草若を指す二人称及び
三人称は、〈師匠さん〉が標準である。
しかし、第十八週で草若が和田家を訪れ、糸子に兄弟子
らの入門から現在までのエピソードを長く語る。糸子は、
なぜ自分にそんな話をするのか、最初は訝しげであるが、
次第に草若の話に引きこまれていく。この時、草若は既に
病に冒されており、糸子に対しては隠そうとしているもの
の、体調がすぐれなかった。糸子は草若の様子にただなら
ぬ事態を直観している。
この過程で、糸子の草若を指す二人称は、〈師匠さん〉
と〈師匠〉とを行き来する。糸子は、草若の話を聞きつつ、
弟子たちのことを我が子のように愛しく思っている草若
に感銘を受け、喜代美の話は直接なかったものの、自分の
娘をも大切に育ててくれていることに気づく。故に、草若
のことを自分の家族のように心配する思いが嵩じていく。
草若が大阪に帰った翌日（と推測される）、糸子は家を義
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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母小梅に任せ、大阪に出向く。自分が草若を側で支えるこ
とを決心したのである。
（22）のシーンで〈師匠〉と呼んで以降、糸子の草若を
指す呼称は〈師匠〉で定着する。糸子はこれより草若の死
去まで、草若邸に寝泊まりして家事と身辺の世話を引き受
け、一門のおかみさんの役目まで代行するのである。
（22）第 18 週土曜日（第 103 話）12′21″～ 13′23″
大阪・草若邸居間
（草若が辛そうに腰を下ろしたところに縁側に来た
糸子が立ったまま）
糸子「師匠…（坐る）ほんまのこと。教えてくださぃ。
…こわいんですか」
草若「（糸子を見つめながら）え？」
糸子「（身をのり出し）…生きるのが。こわいんですか」
（草若、呆然と目を逸らす）
ナレーション「また来週も。おつきあいを願います」
この他小次郎は、病床の草若とじっくり話し、蟠りを解
いてもらった感激のなかにあって、その前後の（4）か
ら（７）の間で草若を指す二人称が〈師匠さん〉から〈師
匠〉に移行している。また小梅は、〈師匠さん〉を用いるシー
ンはないが、（23）で、病床の草若に亡き正太郎を重ねつつ、
草若をやんわり諫めるところで、初めて〈師匠〉と呼ぶ。
一方、このような草若との一対一でのつながりを経験
しない正典及び喜代美の弟和田正
しよう
平
へい
の二人が用いる呼称
は、最後まで〈師匠さん〉のままである。もっとも、こ
の二人は、草々との間で同様の呼称の転換がみられる（後
述）。
（23）第 19 週金曜日（第 108 話）９′26″～ 13′27″
大阪・「北天満中央病院」草若の病室
小梅「起こしてしまいましたか？」
草若「ぃや、綺麗な人が来たなー思たら、勝手に目が
開
あ
きますね」
小梅「あっ…、せんせ呼んで来ましょか？」
草若「やーぃ、ま、だいぶ楽です」
小梅「ほーですか。…草若師匠？ うちののぅなった
主人、はは ､正
しよう
太
た
郎
ろう
ちゃあん ､ いいますねんけどな」
草若「正太郎ちゃんですかー」
小梅「ぁはい。正太郎ちゃんはー、若狭塗箸の職人で
した」
草若「存じてます」
小梅「小浜は塗箸の街やゆぅても、昔ながらの伝統塗
箸作る職人はー、だんだん減っとります。正典も、
もー一人居ったー弟子も、離れてしもてぇ～、ほや
さけーあの人は、独りで、伝統塗箸を背
し
負
ょ
っとる気
になっとった思います。〔中略〕…師匠。男ゆーも
んはそれぞれ、譲れんもん抱えて、生きてますねん
やろなぁ。ほやけど。たまには、気にかけたってく
ださい。何
なに
よりも。（泣きながら）師匠の命を、大
事やー思ーてるもんらぁのこと。へぁ、何
なん
やうち。
（涙をしきりに拭きながら）正太郎ちゃんに言
い
んか
たこと、い、いあさらぶちまけてるみたぃやなー
おっほっほっほ。…（気をとりなおし）正太郎ちゃ
んはー、知らんままでしたけど、結局正典が、塗箸
継いでくれました。そねー躍起にならんでも、師匠
が伝えたいもんは、師匠をだいーじに思てるもん
らぁが、ちゃんーと、受け継ぎますやぁな。立派な
弟子が。五人も居るんやでぇ～」
続いて、喜代美が草々を指す時の二人称及び三人称につ
いて、検討することとする。
正式な入門の直前、喜代美は（24）のように呼称につ
いて草々から直接教示を受けている。
（24）第８週土曜日（第 48 話）11′ 08″～ 13′ 16″
大阪・銭湯へ行く途中の商店街及び橋
草々「年あけたらー」
喜代美「はい？」
草々「草々にぃさんって呼べよ。…なや」
喜代美「…いや、何
なん
か。…照れますね」
草々「はあ？」
喜代美「落語家みたいで」
草々「まい、落語家になるんやろ？」
喜代美「はいっ」
草々「んま、怪態な奴やなぁ（歩きだす）」
ナレーション「年が明けたら、もう草々さんて呼ばれ
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へんようになる。…恋焦がれてはあかん人になる。
分かってたはずやのに、やっぱり切なくなりまし
た」
〔中　略〕
ナレーション「年が明けたら、草々さんは草々にぃさ
んになる。落語でつながっていられる。…それはそ
れで幸せなことかもしれへんな。そんなことを考え
ながら歩いた、銭湯までの短い短い、最後のデート
でした」
喜代美は、〈草々さん〉と〈草々にいさん〉との意味す
るところの違いを、大きな重みをもって受けとめている。
この上方落語界のしきたりは、家族にさえ及ぶ厳しいもの
である。例えば、草々・小草若・喜代美が兄弟子草原の妻
である原
はら
田
だ
緑
みどり
を指す呼称は〈緑ねえさん〉である（もちろ
ん緑は落語家ではない。四草が用いる科白はないが、恐ら
く同じである）。また、草若の妻吉
よし
田
だ
志
し
保
ほ
が草若を指す時
の呼称は、常に〈師匠〉である。
しかし、喜代美が草々を指すこの二つの呼称は、草若を
指す呼称よりも長い期間、ゆれをみせることになる。
正式に入門した後の喜代美は、草々のみならず草原・小
草若・四草をも〈にいさん〉もしくは〈～（芸名）にいさ
ん〉と呼ぶよう、かなり自覚的に心がけていることが描か
れている。第９週において〈四草さん〉と言いかけて〈四
草にいさん〉と言いなおす（25）のシーンがそれである。
（25）第９週月曜日（第 49 話）６′ 15″～７′ 22″
大阪・草若邸居間
草々「まえ、さっきから、なに、皿もって突っ立って
んねん」
喜代美「ふぁっ！ すいません（慌てて坐り皿を配る）」
〔中　略〕
草原「今日は、四草の動きをよぅ見とけ」
喜代美「四草さ…四草にぃさんの」
草原「今まで末っ子やった四草の仕事がぁ、明日か
らー喜代美ちゃんの仕事に、なんねさかいな」
〔中　略〕
草々「喜
き
ぃ公
こ
、おまえバイトは辞めたんか」
喜代美「はぃ。正月は奈津子さん、田舎へ帰っとっ
ちゃったんでぇ～、今度休みの日ぃにでも挨拶に行
こ思てます」
草原・草々・小草若「（一斉に）休み？」
喜代美「はぃ（すましている）」
（草原・草々・小草若、呆れて顔を見合わせる。そこ
へ草若入ってくる）
草若「喜
き
六
ろく
ー」
喜代美「はい？」
草若「お客さん」
奈津子「お邪魔します」
喜代美「なーつこさん、なんでえ？」
奈津子「今大阪着いて、そのまま寄ったの。ほら喜代
美ちゃん、忙しなるでしょ」
喜代美「えー」
そのため、〈草々にいさん〉は、草若を指す〈師匠〉よ
りも早く定着したかにみえた。
しかしその後、草々が清海と本格的に交際しはじめたの
を見て、抑制したはずの喜代美の恋心が再び蠢きだす。長
い間嫉妬に苦しみ、それが原因で落語の稽古にも身が入ら
ぬ自分、あるいは、清海を草々から遠ざけようと画策する
自分を、嫌悪する日々を過ごした。やがて喜代美は、自分
の恋に決着をつける決心をする。そのため、清海に自分の
コンプレックスをさらけ出したうえで、心境を清海に伝え
る。これが前稿（５）のシーンである。これに続いて喜代
美は（2）のように言う。
（2）第 11 週金曜日（第 65 話）６′ 15″～８′ 24″
大阪・清海のマンションリビング
喜代美「ほやさけー。…草々にぃさんだけは、とられ
たない。そね思とった。…私、…草々にぃさんのこ
と好きなんや」
清海「ビーコー…」
喜代美「エーコよりずっとずっと前から好きなんや。
…東京には行かんとって。夢叶えるチャンスやと
か、エーコがテレビで活躍しとんの見たいとか、…
全部嘘や。草々さんと別れてくれたらええのにー
て、それしか考えとらんかった。…ほやけど私ぃ、
…草々さんの前で、胸張って生きられん人間には
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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なりたない。…今は悔しぃ。（しゃくりあげる）も
しかしたら、永遠に立ち直られへんかもしれん。…
エーコ言
ゆ
うとったゃん。…草々さんのことは、尊敬
しとるって」
清海「んん（頷く）」
喜代美「草々さんの側
そば
におったげて。…お願いします。
（頭を下げ、すすりあげる）」
中程の科白で、喜代美が草々を指す三人称が〈草々さん〉
に戻っている。直前まで〈草々にいさん〉と呼んでいるに
もかかわらずである。この科白は、喜代美にとって堪えが
たい、それでも堪えねばならない、断腸の決意を告げるも
のである。この時喜代美は、出演する予定だった「寝床」
での寄席を急遽欠席してまで清海を訪ねている。個人的事
情で高座に穴をあける、という本来落語家にあるまじき行
為である。しかし、「落語家」である以前、「人間」として
の切迫した想いであり、これを乗り越えねば、落語家とし
てもたちいかない、という覚悟に基づいている（それを理
解した草若が欠席を認めている）。しからばこそ、〈草々さ
ん〉という入門前の、そして草々を一人の男性として見て
いた頃の呼称が、喜代美の口を衝いて出たものであろう。
この一時的な呼称の変化は決して、単に草々のいない所
であるから、または、聞き手である清海の呼称に合わせて
いる、という事情が想定されたものではない。（2）の翌
日あたりと思われる（2）がそれを裏付ける。
（2）第 11 週土曜日（第 66 話）２′ 32″～２′ 55″
大阪・草若邸通用門前
喜代美「ふんー… （買い物から帰って門前で様子を
窺っていたが、向こうから草々が帰って来るのを見
て）は！（慌てて庭の中に身を隠す。草々が門前ま
で来たのに合わせて白々しく跳び出し）うわー草々
さん！ どこ行っとんなったんですか」
草々「あま、ちょとな」
喜代美「は、私は、買い物行くとこです（とネギなど
が入っているレジ袋を背後に隠す）」
（草々、そのレジ袋をつっこむように指さす）
喜代美「もしかして。エーコと会
お
うとんなったんです
か？」
草々に面と向かって〈草々さん〉という二人称を用いてい
るのである。喜代美は、（2）において自分の投げた石が、
草々と清海との仲にいかなる波紋をもたらすか、見さだめ
ようとしており、従ってやはり「落語家」でなく「人間」
としての呼称を用いているわけである。
この時清海は、草々と別れ、自分の夢を追求するため東
京に行くことを草々に告げていた。そして喜代美はそれを
受けて、自らも草々への想いを今度こそ封印して落語の修
業に励むことを、固く心に誓う。故に、喜代美が〈草々さん〉
の呼称を使うのは、（2）のシーンが最後である（ただし
これも例外的に一度だけ、先に述べた〈師匠さん〉と同じ
シーンにおいて、三人称として用いている）。
５．本名で呼ぶことの価値
前稿でも記したように、『ちりとてちん』のドラマが動
きはじめるのは、喜代美が「ビーコ」というあだ名をつけ
られたことがきっかけである。小浜ではほとんどの友人・
知人に〈ビーコ〉または〈ビーコちゃん〉と呼ばれる。呼
ぶ側は本名で呼んだのでは清海と紛らわしいからそうし
ただけであり、悪意はないのだが、前稿（５）で吐露して
いるように、喜代美はこのあだ名に苦しみつづける。
そんな自分を変えたい、と大阪に出てきた喜代美である
が、とび込んだのはよりによって、落語界という本名で呼
ばれにくい世界である。
（28）スピンオフ　10′ 30″～ 11′ 31″
安曇川・萬事宅座敷
小草若「おぃ、なに景気の悪ぃ顔しとんねん。おまえ
ももっと呑めぇ」
四草「僕は僕のペースで呑みますから」
（草原・小草若、声を出して笑う）
小草若「なにを気取っとんねん、忍
しのぶ
ちゃーん。へへへ
へへへ」
四草「忍ちゃん言わんといてくださぃ」
（小草若、まだ笑っている）
草原「小草若。噺家同士芸名がぁんのに、本名で呼ぶ
とゆーのはたいんしつれなことゃ」
小草若「へひひ、仰有るとおりでございす、あの、す
いませんでした、すいませんでした」
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（草原・小草若、また声を出して笑う）
四草「呑み過ぎですょにぃさんら」
草原「…あーあ、若
わか
狭
さ
ちゃんと三味線稽古してるか
なーぁ」
四草「どーですかね。あいつすぐできへん無理ゃ言ー
から」
草原「いゃぃゃそら今回だいじょうぶゃろぅ。お父さ
ん、お母さんのためゆ目的があんねんもん。大事な
人のためとゆー思いがあったればこそ、人間必死に
なれる。その若狭の思ぃにうたれたからこそ五木ひ
ろしも協力してくれはんねゃ」
小草若「なるほど。そぅでんなぁ」
（28）で草原の科白にあり、草原自ら喜代美を〈若狭〉
と呼んでいるように、落語家同士は芸名で呼び合うのが慣
例である。
とはいえ、草々は極端である。劇中草々が喜代美を本名
で呼んだのは、なんと（29）の一度きりなのである。
（29）第 14 週金曜日（第 78 話）４′ 22″～６′ 37″
〔喜代美の回想。小浜・和田家居間〕
草々「（正坐して手をつき）喜代美さんと、結婚さし
てください（頭を下げる）」
正典「…いや、あの、え？」
〔中　略〕
正典「ぃやーーぉお父ちゃんはな。いつかーこうゆ
う日が来たらー、君みたいなもんに娘はやれんと
かー、よし分かったー。そんなえに一発殴らせろー
とか、す、そんなんあんのかな思とったんやけの
なぁ。…反対する理由一つも無いなぁ…。（草々に
向かって頷く）」
この時以外、草々は結婚後も、さらには喜代美の落語家
引退後も、喜代美を指す呼称は頑ななまでに〈若狭〉のま
まである。これは和田（正典）家のメンバーの前であって
も同じである。落語が生きざまの全てである草々を象徴す
る呼称である。幼くして身寄りを亡くし、中学卒業ととも
に草若に入門した彼には、青木一
はじめ
としての家族はない。落
語家徒然亭草々でいないかぎり家族の一員ではいられな
いのである。
芸名がつく前の喜代美を指す代名詞によらない呼称は、
草々の場合専ら〈喜い公〉、草若は〈お嬢ちゃん〉→〈喜い公〉
→〈喜六〉と変化しており、二人とも喜代美を本名で呼ば
ない（（25）に例がある）。草々は正典の塗箸にかける情
熱に接し感動した時、正典を〈お義父さん〉と呼ぶと同時
に〈一〉と呼んでほしい、と自分から正典に申し出、これ
を受けて正典が草々を指す呼称は一時的に〈一君〉になる。
草々も本名の価値は知っているのである。しかるに、喜代
美に対してその価値を実現しようとはしない。
ただ、喜代美がそれについて気にしている様子は描写さ
れない。草若と草々の二人に関しては、喜代美はほぼ無条
件に敬愛し受容している、ということであろう。喜代美も
また、草々を指す呼称は結婚後も〈草々にいさん〉で変わ
らない。落語を通じてのつながりが、人間としてのつなが
りを包含しているのである。
そのなかにあり、小草若のみ様相が異なる。
（30）第 10 週月曜日（第 55 話）10′ 37″～ 13′ 31″
大阪・草若邸稽古場
小草若「どないしたんや喜代美ちゃーん」
草々「わーかーさーや」
小草若「えーやろ俺にとって喜代美ちゃんは喜代美
ちゃんや」
草々「つっ！勝手んせぇ」
小草若「緊張してんのんか」
喜代美「いぇー。そんなこと…」
草原「まま、誰しも初高座の時は緊張するもんや」
四草「草原にぃさん未だに緊張するでしょう」
草原「それを言いなそれを」
草若「（自室から入って来て）若狭。坐り」
喜代美「ぁはぃ」
〔中　略〕
（四人の兄弟子らがそれぞれに手を添えて、簪を刺し
てやる。嬉しそうに簪に触れる喜代美）
草々「おかみさんの。…形見の簪や」
（そう聞いて改めて鏡を見る喜代美、それを見て感じ
入る草若）
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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（3）第 11 週金曜日（第 65 話）８′ 30″～ 10′ 03″
大阪・草若邸稽古場
草々「なあ？」
小草若「喜代美ちゃんのこと、どない思てんねん」
草々「どない思うて。…好きに決まってるやないか」
小草若「えー！ほなおまえー、二股かけてんのんか！」
草々「二股？」
小草若「そうやろー。エーコちゃんとも付き合うてて、
喜代美ちゃんまで」
草々「あぁ、若狭のことか」
小草若「俺が喜代美ちゃん言
ゆ
ぅたら、若狭ちゃんのこ
とやろー」
草々「おまえの法則なんか知るかぁ！」
小草若「ふんでー、喜代美ちゃんの想い、知ってんねゃ
ろ」
草々「何がぁ」
小草若「…おまえのことが好きなんや！」
〔中　略〕
草原「もうええ二人とも出んな！」
小草若「えへえー？」
草原「本番前に殴り合いの喧嘩するような奴、高座に
上がる資格ぁれへーん」
草若「そんなこと言うたらー、俺とおまえと、四草し
かいてへんでー」
草原「三人でお客さん堪能さしたらええんです！あぁ
四草」
（30）及び（3）からも分かるように、小草若は小草若で、
これまた頑ななまでに、喜代美を指す呼称が、喜代美が芸
名を貰った後も、さらに草々と結婚した後も、〈喜代美ちゃ
ん〉のまま変化しないのである。この落語界において掟破
りとされる呼称が、小草若の喜代美に対する異性としての
好意を反映させたものであることは、言うまでもない。た
だ、その好意が「本名を呼ぶこと」としてあらわされるこ
とは、小草若自身がどう呼ばれてきたか、という問題と符
合している。
小草若はおそらく、その芸名がついてからは、少なくと
もひと前では、草若にも志保にも、〈小草若〉としか呼ば
れなかったはずである（ただし、草若と小草若二人きりの
シーンでは、草若は小草若を〈仁
ひと
志
し
〉と本名で呼んでいる）。
そうでなくても、実子である自分以外に、弟子たちをも「子
供」として扱う草若と志保は、小草若にとって、親であり
ながら遠い存在であったことになる。
小草若の両親のみならず、周囲のほとんどの人物らが芸
名に由来する呼称をとるなかで、近所なじみである仏壇屋
の菊
きく
江
え
だけは、一貫して彼を指す呼称が〈仁志〉である。
小草若にとって菊江は、両親が自分だけのものではない淋
しさをいささかなりとも埋める存在であり、特に志保の死
後は母代わりでもある。故に、小草若は何かの節目には必
ずと言っていいほど仏壇屋を訪れ、水をせがんでは菊江に
想いをぶつける。そこが唯一、彼が人間として一生活者と
しての心をさらけ出せる場所なのであり、その菊江とのつ
ながりの象徴が〈仁志〉という呼称である。
小草若は、「本名で呼ばれること」に大きな価値を見い
だしていたのである。
（32）第 19 週木曜日（第 107 話）７′ 24″～８′ 48″
大阪・「北天満中央病院」草若の病室
（草若、おもむろに目を開ける）
草々「師匠…」
小草若「なんで黙っててん。…なんでや！」
草原「小草若…」
草若「（弱々しく）言
ゆ
ーたらぁ、おまえ止めるやろ。
…常打ち小屋のことなんか忘れて、治療に専念せっ
て、医者みたぃなこと言ーょぅ」
小草若「ぁた懲りてぇんのか。あん時かて、常打ち小
屋のためにお母ちゃん放ったらかしにして、淋しい
思いさしたやろー！」
草若「仁志ー。すまんなぁ」
この（32）が、草若がひと前で小草若の本名を呼称と
して用いる唯一のシーンである。草若はこの前の週、（８）
及びそれに先立つシーンで、小草若の弟子としての扱い方
について、その難しさと後悔の念を糸子に吐露している。
そうした後悔も含めての、親としての謝罪である。決して
草若の意識が混濁しているための呼称の混乱として描か
れたのではないことは、直前に芸名で呼んでいることから
も明らかである。
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小草若が初めて喜代美を芸名で呼ぶのは、（33）のシー
ンである。
（33）第 20 週土曜日（第 115 話）０′ 00″～０′ 50″
大阪・「天狗座」舞台
（喜代美、高座を下り、、大きな拍手を浴びながら舞
台から退場。袖で四人の兄弟子が迎える）
草原「おもろかったでぇ」
草々「よぅやった」
喜代美「小草若にぃさん」
小草若「若狭。ありがとぅ」
これは、「草若弟子の会」の時である。迎えた四人の兄
弟子のなかで、喜代美が小草若にだけ声をかけているの
は、開演の直前、楽屋に草若危篤の報が入り、小草若が高
座を諦めて病院に行こうとして駄々をこね号泣する一幕
があったため、小草若がまだそこにいてくれたことに安堵
したからと解釈できる。人間として息子として親の死に立
ち会うことよりも、落語家として師匠から受け継いだ芸を
高座で開花させることを、ぎりぎりのところで選択した小
草若であったが、その選択を象徴するのが、この〈若狭〉
という呼称である。これ以降、小草若の喜代美を指す呼称
は、〈若狭〉が標準となる。
しかし、その後失踪した小草若を喜代美が見つけ、対話
するシーンで、再び変化がみられる。
（34）第 24 週金曜日（第 138 話）３′ 27″～５′ 58″
小浜・和田家縁側及び庭
小草若「草々が襲名したらええゃん。…そないしてく
れ、な」
〔中　略〕
喜代美「ほんなことないです」
小草若「若狭かてぇ、その方がえゃろう？自分の旦那
が、草若になった方が嬉しーゃろ？」
喜代美「…それは」
小草若「…帰ったってんええで」
喜代美「へ？」
小草若「大阪に」
喜代美「ほんまですか？」
小草若「その代わり。草々と別れてくれ」
喜代美「…え。や。あの。えーと…」
小草若「ふっ。嘘ゃ嘘ゃー。（笑う）いけずで言
ゆ
ぅた
だけや。（立ち上がる）ごめんな、喜代美ちゃん（庭
へ出て行く）」
小草若の失踪は、草若の名を継ぐ落語家になることに関
する重圧が基本にあり、草々を初めとする兄弟弟子らに落
語の実力で敵わず、好きな女性（喜代美）まで草々にもっ
ていかれた、というコンプレックスが相俟って、彼自身の
なかで処理しきれなくなり、受け止めてくれる人もいな
かったことが原因と考えられる。喜代美に説得されても戻
る気になれないのは道理である。「草々と別れてくれ」と
いう言葉が半ば本音であることは、このシーンの演技で表
現されている。しかし、「嘘や嘘や」の科白は、かつての
草若の同じ科白（第 4 週）と同じ口調で演じられている。
最後の科白で喜代美を本名で呼ばせていることは、意図
的なものである。直前に芸名で呼んでいることからも分か
る（これは、（32）の草若とも符合している）。このように、
このシーンの小草若の科白は、「落語家」としての徒然亭
小草若と「人間」としての吉田仁志と、両面の間をゆれ動
く彼の心を反映したものである。
そしてこの両面のゆれは、大阪で小草若の帰りを待つ兄
弟弟子らの間にあるゆれとも呼応する。草々は小草若を
「落語家」としてみ、強引にでも連れもどして草若を襲名
させようとし、四草は「人間（生活者）」としてみ、落語
から解放してやろうと算段するのである。
（35）第 24 週土曜日（第 139 話）０′ 00″～２′ 13″
小浜・「魚屋食堂」
清海「（入って来て）こんにちはー」
〔中　略〕
清海「ありがとぅ（シールを順子に渡す。ふと客席で
食事している小草若に気づく）小草若、さん？」
小草若「おぅ、久しぶり」
清海「えっ？（と友春の顔を見る）」
友春「落語はー、止
や
めゃねんて」
清海「ええ？ あ、ほしたら、どねーするんですか」
小草若「さぁなー。探すわ。もっと俺に向いてるも。
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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あぁ、今自分何
なに
やってんの」
清海「あ、今はー、家の仕事、手伝ーてます。…（小
草若の向かいの席に掛け）最初はー、嫌でした。大
学も、キャスターの仕事もー中途半端に終わってし
もて。やりたぃこと見つけて、やりとーしとるビー
コ見とったらぁ、なんて自分てかっこ悪いんやろ
うって、悔しくて。〔中略〕 は、キャスター時代の
経験もー、少しはー、役に立っとるみたぃです。よ
かったらぁ、遊びに来てくださぃね」
小草若「え、あー、あのイベントか」
清海「今の私の仕事、見てもらいたいでぇ」
小草若「お、おん」
小草若が清海を指す時の呼称は〈エーコちゃん〉が標準
である。また、（35）で小草若は清海を指して〈自分〉を
用いている。近畿方言において〈自分〉は二人称の代名詞
であるが、位相としては〈あんた〉と同じかそれ以上にぞ
んざいなものである。いずれにせよ、常に本名に由来する
二人称で指す喜代美とは対照的である。小草若にとって喜
代美が特別な存在でありつづけ、特別な思い入れをもって
遇していることが、呼称によって端的に示されている。
それにもかかわらず、喜代美は「若狭」の芸名とそれに
基づく呼称とを受け容れることで、次第に〈ビーコ〉の呪
縛から逃れていき、本名での呼称にこだわらなくなる。小
草若の思いの空回りが、呼称の関連構造によって十二分に
表現されている。
６．〈僕〉が造型する相反する人物像
大阪側の主要男性登場人物が、一人称として〈俺〉を常
用していることとその意義は、第１項でも検討したとおり
である。しかるに、〈俺〉ではなく〈僕〉を標準とする人
物もいる。
〈僕〉もまた共通語的な一人称である。ただ、日本人男
性の一人称として、同等以下の相手との日常会話において
は〈俺〉の方が標準に位置づけられ、〈僕〉はやや改まっ
た場面や目上の人と話す場面に補助的に使われることが
多い。〈僕〉を標準として常用する人物については、謙虚
さや上品さといったプラスイメージを感じさせる一方で、
子供っぽさや頼りなさといったマイナスイメージも感じ
させることになる。
喜代美の兄弟子のなかで、例外的に一人〈僕〉を標準と
しているのが、同項で保留した四草である。
四草は、目上の人物や部外者が一人でもいる場において
は、基本的に〈僕〉を一人称として用いる。草々や小草若が、
草若や草原の前であっても〈俺〉を用いるのと、明らかに
異なる。
この徹底は、感情の昂りにも左右されることはない。小
草若に一対一で苦言を呈する時（第  週・第 23 週）も、
草若襲名をめぐって草々らと激しく口論する（3）のシー
ンも、やはり〈僕〉が一人称である。
（3）第 24 週火曜日（第 135 話）７′34″～ 13′43″
大阪・草若邸草若の部屋
草 「々（仏壇に）草若師匠、申し訳ありませっ。けど守っ
ていきますはら。師匠の落語。ここにいるみんなで。
師匠の名前は、草原にぃさんが受け継ぎます。そゃ
から安心してくだ」
草原「待て！ …俺は襲名せぇえんでえ」
〔中　略〕
草原「緊張するがなぁ。絶対カんでまうで。そゃから
なぁ、草々。おまえが襲名せ」
草々「え、えやけど」
草原「おまえが、一番師匠の芸風受け継いでる、そら
みんな認めてるこっちゃ。おまえが襲名すんのが一
番ええ。弟子の小草々も居てるしな」
木曽山「はぃ」
草原「ぉまえもそれでええやろ？」
喜代美「私は、草原にぃさんさぇよかったら」
草原「ええな四草。…四草？」
四草「納得できませんね。…それゃったら僕に襲名
さしてくださぃ。二番弟子の草々にぃさんでええ
ねゃったら僕にかて襲名の権利あるでしょぅ」
草原「そら、そゃけど…」
四草「くださぃょ。僕に。草若の名前。くださぃ」
草原「まぁぁ待て。どなしたんゃ四草」
四草「何
なに
がですか？」
草原「おまえはそんなことに、こだわる奴ゃ思てへん
かったで」
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四草「襲名興行ではぎょうさんご祝儀貰えるやろし、
草若の名前がぁったら、高座の仕事増えるでしょぅ
からね」
草々「しぃそ　ぉまえ、師匠の名前何
なん
やと思てんね
ん！」
四草「名前は名前です。草若師匠とは。別もんです」
草々「ふざけんなぁ。誰がおまえなんかに継がすか！
（四草につかみかかろうとする）」
〔中　略〕
草々「やっぱり小草若が継ぐべきもんなんゃ。…それ
が、師匠が、望んではることなんゃ」
四草「聞ぃたんですか？ 師匠がそない言ーてはんの
にぃさん聞ぃたんですか。僕は逆や思いますよ。師
匠が生きてはったら、許しはらへんでしょ。あんな
下手くそに、草若の名前」
〔中　略〕
草々「あいつにぁなぁ、小草若てぁなぁ、落語しかな
いんゃ」
四草「勝手にしてください。僕はぜっったい認めませ
んから（席を立ち出て行く）」
喜代美「四草にぃさん。…はー（溜息）」
さらに安曇川の旅泊先で家主の萬
ばん
事
じ
九
く
郎
ろう
に自分の生い
立ちと拠り所のなさを語るシーン（スピンオフ）も、自分
の内面を奥底から曝けだして傷口を見せるという、精神的
に全裸になるような話であり、涙まで見せながらも、初対
面の萬事に対する礼儀として〈僕〉を守っている。
それほど一貫している一方で、目下の登場人物と一対一
で話す時、殊に彼得意の「算段」に関わる話をする時には、
〈俺〉が一人称となる。
（3）第 10 週金曜日（第 59 話）３′ 12″～４′ 37″
大阪・草若邸縁側
四草「どないすんねん。…草々にぃさん取られてまう
ぞ」
喜代美「（むっとして）ぬあんですかそれ」
四草「俺がどないかしたろか？」
喜代美「（一瞬期待した表情をするが、すぐに思いな
おしてそっぽを向き）結構です！ 内弟子修業中で
すさけ。恋愛どぁ…」
四草「ま俺には関係ないけどな。（喜代美はそそくさ
と立ち去りかけるのに追い被せるごとく）けど草々
にぃさん手ー握る程度ですまへんやろな」
〔中　略〕
四草「ええから次の回に出て、今度こそ客から笑い
とってみぃ。…落語馬鹿のにぃさんのことゃ。…
ぜっったいおまえ認めなおす」
〈3〉は喜代美との会話であるが、草々の弟子である木
き
曽
そ
山
やま
勇
ゆう
助
すけ
との一対一の会話（第 22 週）においても、同じ
く四草の一人称は〈俺〉である。また草若の前でも、初対
面でいきなり草若の楽屋に上がり込んだ時だけは〈俺〉を
用いている（第 8 週回想シーン）。
してみると、四草の「地」としての一人称は〈俺〉であり、
〈僕〉は戦略的に、それも極めて強固な意志に基づいた戦
略として用いていることになる。彼の〈僕〉からは、子供っ
ぽさや頼りなさを読み取ることはできない。
四草のこの二重性は、彼の落語のあり方とも対応する。
草若の言によると、四草は「端正な落語」（第 8 週の科
白による）をすることになっているものの、その草若自身
が「もっとあほらしいに」演るよう、四草にアドバイスし
ている（第 20 週）。そつなく恰好をつけて覆い隠してい
る四草の真の姿を、草若は見抜いているのである。
四草と相似の呼称を用いる落語家に、木曽山がいる。彼
は劇中〈僕〉以外の一人称は用いていない。ただし、木曽
山は落語「鉄砲勇助」の登場人物よろしく落語界に「嘘の
試合を挑みに来た」者である。四草が落語「算段の平兵衛」
に憧れて入門したのと相似である。幾重にも含みのある言
葉で周囲を翻弄する点も、内弟子時代に師匠に隠れて酒や
煙草を嗜んでいたエピソードも、共通している。同種の
キャラクターとして造型されているのである。それで、同
じ〈僕〉の使い手となっている。
劇中木曽山が〈俺〉を用いないのは、登場人物のほぼ全
てが木曽山からみて目上であるからであろう。恐らく同等
や目下の人物に対しては彼も〈俺〉を一人称として用いる
と思われる。木曽山の〈僕〉もまた、四草と同じ「戦略的
〈僕〉」でなければならないからである。
これらに対して、全く戦略と無縁の、「真性〈僕〉」とで
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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も言うべき一人称を用いるのが、正平である。
正平の一人称はほぼ全てが〈僕〉である。和田（正典）
家が経済的困窮により荒んだ雰囲気にある時の家族の諍
いのシーン（第５週）、フリーター生活を詰られて小次郎
の真似をして拗ねるシーン（第 8 週）、いずれも屈折し
た心情のなかにあっても一人称は〈僕〉が基本である。
（38）第 23 週月曜日（第 128 話）６′21″～ 11′19″
小浜・和田家居間
糸子「小次郎さん、大阪にはいつ帰りなるんん？」
〔中　略〕
小次郎「何
なん
やなーぁ」
糸子「いやあ」
小次郎「ほんまにぃ。兄ちゃんもー正平もぉ、辛気く
さぃ顔して黙っとるさけぇ。言
い
ーたいことがあるん
やったらー言
ゆ
ーたらえーやなぁ」
正典「（持っていた箸を箸置きにそっと乗せ）…正平。
…お父ちゃんは何も、おまえが塗箸は継げんて言ぅ
たことが気に入らんのやない。ほゃけどな。継ぐ気
もないのに、塗箸触らんといて欲しかった」
正平「（持っていた箸を乱暴に投げ出し）…お父ちゃ
んがやってみんか言ぅたんや」
正典「だえぁやー！」
正平「お父ちゃんがやってみんか言ぅたさけやっただ
けや！他にやることなかったし」
〔中　略〕
糸子「…正平は。外国の大学に行きたぃんゃ」
正典「ほぅなんこ？」
正平「…僕はぁ、恐竜の研究がしたぃ思とった。ほん
でも。博士号取ろー思たら留学せなぁかん。それは
めちゃくちゃお金のかかることやでぇ」
正典「ほやさけぇ就職もせんと小次郎の真似しよった
言ーんこ？ …何
なん
どそれはぁ！」
糸子「お父ちゃん！」
正典「それやったらそれで、なんぼでもやりよーある
やろがぁ !! ちゃーんと就職して、お金貯めて留学
するなり、お父ちゃんに相談するなり」
糸子「ほんなことしたかって、どーもならんことぐ
らぃ、正平かて」
正典「それでもやぁ !! …そら結局はどーにもならん
かったかもしれん。そんでも。一言相談ぐらぃして
もえーやろが」
正平「ほーやな。…ごめんな。（涙を啜り上げ）…ご
めんなお父ちゃん。…（突然席を立って店から外へ
出ようとする）」
小次郎「おぇ」
糸子「正平！」
四草同様、（38）のようにかなりの激情をぶつけ合うシー
ンであっても、〈僕〉の一人称が崩れない。しかし、（39）
のごとく、正平にとって年下かつ義兄の弟子という全く気
を遣う必要のない相手である木曽山との一対一の対話で
あっても、〈僕〉を一人称とするところが、四草らの「戦
略的〈僕〉」と異なる。
（39）第 23 週金曜日（第 132 話）６′22″～ 10′20″
大阪・草若邸縁側及び庭
（正平、縁側で自分の作った塗箸を眺めている）
木曽山「（庭から）それー、何
なん
ですか？」
正平「あーあ（箸を木曽山に渡す）。僕が作ったー、
塗箸」
〔中　略〕
正平「僕からこんなこと言
ゆ
ーのー、おかしぃかもしれ
んけど。頑張ってな。落語家になりたくてなりたく
て、草々さんに弟子入りしたんやろ？ひと前で落語
するうゆーのは、そら勇気要るぉもうけど、でも、
頑張って乗り越えて、初高座に出てほしぃ。お姉
ちゃんなあ、えーおかみさんになろう思てぇ、一生
懸命なんゃ。ほやさけ、お姉ちゃんのためにも。木
曽山君には勇気出してほしぃんや」
木曽山「は…（小さく笑って正平の隣に腰掛け、箸を
返す）。正平さんて。僕のいっちばん苦手なタイプ
や。…まっっすぐな目ーして。嘘つくかいがないー
言ーんかな？」
〔中　略〕
木曽山「…えーですか？これからー話すことは全てほ
んまです。正平さんだけに言ーんですから。みんな
には秘密ですよ」
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（喜代美と草々、門まで帰って来て話を聞いている）
正平「ん、うん」
木曽山「僕は、ほんーまに落研出身やし、鉄砲勇助の
ほかにもレパートリーはあるし、高座に上がるの
が、怖いなんてことはありません」
正平「ほし、たら、なんで？」
木曽山「嫌なんですよ。初高座が、散髪屋の落語会ゃ
なんて。せっっかくプロとしてデビューすんのに、
しょぼすぎると、思いませんか？」
草々「木曽山！（我慢できず木曽山につかつか歩み寄
る）」
正平「お義兄さん落ち着いて（草々を押し止
とど
める）」
草々「あてぇこらぁ !!」
正平「あっ、おぅりょくは…」
（喜代美、逃げようとする木曽山の腕を摑む。振り向
いた木曽山の顔を暫し睨みつけると平手で頬を打
つ）
喜代美「来て（木曽山を「寝床」へ引っ張って行く）」
正平の〈僕〉が「戦略的〈僕〉」ではないことは、（39）
において「戦略的〈僕〉」の使い手である木曽山自身の科
白による正平評（「一番苦手なタイプ」）によっても明確で
ある。正平は利己的に〈僕〉を選択しているのではなく、
彼自身の内面から自然に出てくる一人称なのである。地域
や世代に基づく呼称とも考えられない。同じ小浜在住でほ
ぼ同世代と言える和田（→野
の
口
ぐち
）友
とも
春
はる
の一人称は〈俺〉が
標準であるからである。
正平は、恐竜博物館の研究員になりたい、という夢をも
ちながら、周囲を慮るあまり、まっすぐにそこへ向かうこ
とができない。
また、草々が自分のよき義兄であろうと努めている姿を
見て、草々を指す呼称を〈草々さん〉から〈お義
に
兄
い
さん〉
にその場で換え（第 5 週）、その後は（39）のように〈お
義兄さん〉で通している。この呼称は、喜代美の草々を指
す呼称である〈草々にいさん〉と相通じ、従って、糸子ら
が草若を指す〈師匠〉という呼称とも共通の意味合いをも
もつ。
またその経験を受け、小次郎と奈津子が結婚報告に和田
（正典）家を訪れた時は、即座に奈津子に対して〈奈津子
叔母さん〉の二人称を用いている（第 25 週）。喜代美が
妊娠したという報せが和田（正典）家にもたらされた時、
真っ先に正典や糸子が「おじいちゃん・おばあちゃん」に
なることを指摘したのも正平である（第 2 週）。
正平の思考は常に相対的であり、自分のことは後回しな
のである。それ故に、あらゆるものごとに対して冷静な解
釈と評価ができ、他人の気持ちを本人以上に的確に言いあ
らわすことができる。反面、自分の人生行路については、
なかなか妥当な決断がくだせず、それでいて思考力には自
信があるので、周囲とのコミュニケーションのなかで考え
ようとせずに、独りで袋小路に迷い込んだ。結局、正典と
話し合うことを決心し、その結果、何年もの迷いが一気に
解決することになる（第 23 ～ 24 週）。
このような正平の善良さ・聡明さ・自信のなさをあらわ
すのに、「真性〈僕〉」は恰好の一人称である。
正平と木曽山とは、正反対の造型を背負った人物である
ものの、それゆえに（39）のように深層で通じ合いを見
いだす。このことが同じ〈僕〉という一人称を各々専用す
ることでも示されている。木曽山は正平の作った塗箸を手
にして、独りよがりの落語に傾きそうな自分を戒める。そ
して正平は、喜代美と木曽山の本音のぶつかり合いを見た
ことによって、自分も正典と対峙しようと踏ん切りをつ
け、生きる途をみいだす。互いに人生の恩人となり合うの
である。さらに言えば、木曽山がやがて、単なるほら吹き
から、他人のために陰徳を積むような算段ができる四草の
ごとき人間に成長していくであろうことも、「戦略的〈僕〉」
は示唆している。
５．作品構想の全体像
前章では、六つの観点（項）に分けて、用例に即して『ち
りとてちん』の人物呼称と作品構想との関連を考察した。
もちろん、この六つは独立して存するのではなく、有機的
なつながりをもっている。本章は、当論考のまとめとして、
作品構想の全体像から演繹的に人物呼称の体系を示すこ
ととしたい。
『ちりとてちん』において、喜代美の祖父正太郎は、作
品世界のいわば縁取りをなし、概括する役割を担う。登場
人物を超越した存在である。正太郎は第一週で早々と死去
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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するが、その後も心の声で喜代美に語りかけ、喜代美の人
生を導くばかりか、周囲の人物まで操っている。最初に草
若と出会って落語のカセットテープを貰い受け、和田家と
草若一門を最初に因縁づけたのが回想シーン（第８週）に
おける正太郎である。死んだ草若を地獄で出迎えた（第
20 週）のも正太郎であり、この時の草若の「あんさんがー
しくみはったんでっしゃろー」という科白が正太郎の役割
を示唆している。さらに最終週では喜代美の前に姿を現
し、「おかあちゃん」になる、という喜代美の最終的な決
断を後押しする。まさに要所を押さえるように登場してい
るのである。
この正太郎の「人間も、箸とおんなじゃ。研いで出てく
るのはあ、おの塗り重ねたもんだけゃぁ。おお？一生懸命
生きてさえおったらぁ～、悩んだこともお、落ち込んだこ
ともお、綺麗な模様になってぇ、出てくるー。おまえのな
りたいもんにーなれるー」及び「おかしな人間があ、一生
懸命生きとおる姿はあ、ほんーまにおもろぃ。落語とー、
おんなじゃー」という二つの科白は、最終週まで何度とな
く回想されたり他の人物によってトレースされたりして、
通奏低音のごとく作品世界のベースに流れている。これは
テーマ（表象主題）を直接あらわす科白とみて間違いない
であろう。これらを概念主題に抽象化すると、「人生の雌
伏期もやがて自分を輝かせ無駄にはならない」「真摯に追
求するならばどんな生き方も間違っていない」ということ
になろう。
そして、作品を通じてのモチーフは、「ふるさと」であ
【図表４】呼称に基づく人物関係図
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る。福井出身の歌手である五木ひろし氏のヒット曲「ふる
さと」の歌詞に基づく、「誰にもふるさとがある。帰る場
所がある」というフレーズも、やはり何度も繰り返される。
この「ふるさと」は、単に生地のことだけでなく、自分の
拠り所となる文化（落語など）や人をも含み、特に人を代
表するのが「おかあちゃん」である。この「おかあちゃん」
も、もちろん実母だけを指すのではない。
「ふるさと」「おかあちゃん」が作品にとって重要な概念
であることは、第１週第１話冒頭シーンが、糸子が「ふる
さと」を口ずさむところから始まること、最初の科白が喜
代美の「おかあちゃん！」であることによって予告されて
いる。さらに、五
いつ
木
き
ひろしが和田（正典）家を訪れ「ふる
さと」を歌うシーン（第  週）の「今日は、お母ちゃん
のために、歌わしてもらいましたんやで」という五木の科
白によって念を押される。
【図表４】では、人物呼称に基づいた登場人物の関係図
を描いた。喜代美を中心とした主に大阪側の人間関係を反
映した図であり、小浜側はかなり省略している。
喜代美が出会い自分のものにしていった、新たな「ふる
さと」である徒然亭一門は、共通語的な人称に支えられた
リアリティをもって、喜代美の周りを彩っている。一門で
はないにせよそれに準じる関わりをもつ人々も、同じく共
通語的な人称の用い手として一門の落語家に次ぐ位置に
いる。
喜代美の真の意味での「ふるさと」である小浜の家族は、
皆若狭弁を話す。喜代美との間に際立った人称の関係はな
いが、喜代美も若狭弁を話しつづけることと、芸名が〈若
狭〉であることによって、離れて暮らしていてもつながっ
ている。
この家族たちは、草若を〈師匠〉と呼び草々を〈一君〉
あるいは〈お義兄さん〉と呼ぶことを通じて、徒然亭一門
の枠内にも属することになる。また、妻に先立たれた草
若、身寄りのない草々は、そう呼ばれることでそれぞれ和
田（正典）家を新たな「ふるさと」として得ることができ
ている。周囲の人物にも「ふるさと」の拡がりと深まりが
喜代美の媒介によってもたらされており、これは喜代美が
「おかあちゃん」の役目を自覚する土壌となる。
そして、書割のような背景として作品の関西風ムードを
保証するのが、関西弁的呼称を用いる、草若と同世代の芸
能関係者らであり、共通語的呼称を用いる草若との対比に
よって位置づけられている。
この他、【図表４】の個々の呼称については、前章で検
討したとおりである。
次に、前章でいくつも指摘した「ねじれ」についてまと
める。
先に述べた作品の概念主題は、各人物の人生行路に具体
化される。すなわち、主要な登場人物は、大抵元々何らか
のコンプレックスを抱えており、これを克服したり覆い隠
したりして、表層的（みかけの）成功を一応収める。しか
し再びどこかで行き詰まったりつまずいたりし、雌伏の時
期を過ごす。最終的な生きざまには、コンプレックスや雌
伏をも人生の肥やしにした、その人物らしい生き方（「綺
麗な模様」）があらわれる。このように直線的でなく螺旋
的に生きる途を辿っていくのが『ちりとてちん』の登場人
物たちであり、この螺旋のあらわれの一つが人物呼称の
「ねじれ」になるのである。
この「ねじれ」は、前稿【図表３】に示したエーコ的世
界とビーコ的世界との間の「対立期」→「逆転期」→「融
和期」という流れとも重なり合う。すなわち、ライバルに
対するコンプレックスを抱えた状態が対立であり、みかけ
の成功はライバルとの関係を逆転させることになる。そし
て雌伏を経て最終的な生き方を見いだすのが融和である。
この融和の段階では、コンプレックスや雌伏という一見マ
イナスにみえた自分の状態をも肯定的に取り込んだ、止揚
的な高まりをみせる。
例えば喜代美は、清海に対するコンプレックスを抱き、
自分は常にエーコの裏側のビーコであり華やかな表舞台
に立てない人間だ、と倦む。その自分を変えようと落語家
になり、それなりの人気を得るが、草若の落語を十分に受
け継げていないことに悩む。しかし、創作落語という新境
地に活路を見いだしたばかりか、裏方として上方落語を支
える「おかあちゃん」の役割にめざめ、落語家を引退する。
前章で指摘した「二重性」は、最終的には統合されるので
ある。そして高座に上がって表舞台で落語を伝えていく役
割は夫草々に託すことになり、草々は喜代美の引退後、喜
代美の得意としていた創作落語をもレパートリーとして
引き継ぐ。
最後の決断には、表舞台に立つだけが主役ではない、あ
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
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るいは、師匠と同じ古典落語を演ることだけが師匠の精神
を受け継ぐことではない、という止揚的な価値観の形成
がある。「落語家」か「人間」か、という二分法に基づく
選択を超え、双方を融和したかたちでの生き方を新たに創
出するのである。その際には、糸子という、少女時代には
反撥をおぼえていた母の存在が触媒となる。このことは、
「ビーコ」というあだ名、「若狭」という芸名に、そして木
曽山から〈おかみさん〉と呼ばれる事態に、当初は嫌悪や
戸惑いをおぼえながらも、次第に受け容れ、どの呼称で呼
ばれても抵抗なく応じていることがひとつの伏線となっ
ている。「二重性」の統合は、スピンオフの終盤における
（40）のシーンでも示されている。
（40）スピンオフ　39′ 38″～ 40′ 04″
安曇川・萬事宅仕事場
ちえ子「（笑いながら）ほんーまに、おかしな兄弟ゃっ
たわねぇ」
萬事「兄弟？」
ちえ子「あらっ、違うのお？ にぃさんて言ぅてたか
らー、てっきりぃ」
萬事「兄弟やあ、ははっ」
ちえ子「やっぱりぃ（笑う）」
草原・小草若・四草が帰った後、扇骨師の萬事とその内縁
の妻伊
い
原
はら
ちえ子
こ
との会話である。いろいろな事情があって
（と推測される）籍を入れられない自分たちが夫婦である
人物 元のコンプレックス→ 表層的成功→ 挫折・雌伏期→ 最終的な生きざま
喜代美
自分は常に裏のビーコであ
ると考え、裏方に徹する糸
子を批判
落語に生きる途を見いだし
落語家として活躍
草若の落語を伝えられてい
るのか悩む
糸子を模範とし、裏方とし
て周囲を支えるおかあちゃ
んになる
清海
ええ子ちゃんのエーコであ
ることに倦む
報道の途を目指しキャス
ターとして活躍する
大成せず母の病気に伴い失
意の帰郷
キャスターの経験を活かし
塗箸製作所を経営
草若 －
上方落語四天王と呼ばれる
落語家となる
妻の死とともに高座を離れ
荒れた生活を送る
みごと高座に復帰し常打ち
小屋開設の夢を弟子に託し
て死去する
秀臣
努力で太刀打ちできない伝
統塗箸の「血」の力を正典
に思い知る
大量生産の塗箸製作所を設
立し冷徹な経営に徹し成功
する
製作所の経営が傾き閉鎖を
考える
正典と協力して塗箸の普及
と発展に努める
正典 －
人生を賭けるべき会心の塗
箸を完成する
糸子の許に駆けつけ塗箸修
業を断念する
秀臣らの協力で伝統塗箸の
名人として大成
草原
緊張してカむ癖があり高座
で笑いをとることができな
い
「おとくやん」に転職して
妻子とともに安定した生活
を始める
「おとくやん」での仕事も
性に合わずストレスを溜め
る
落語家に復帰し腕を上げる
とともに落語文化の普及に
貢献する
草々
小草若に落語では勝っても
草若との絆の強さでは敵わ
ないと感じる
精進を重ね上方落語若手三
国志と呼ばれる実力派に成
長する
一門会で大失敗し草若も引
退状態になり高座に上がれ
なくなる
高座に復帰しやがて喜代美
とともに弟子を育てる
小草若
一日違いで兄弟子となった
草々に永遠に追いつけない
と感じる
テレビタレントとして人気
を博し経済的にも潤う
人気が落ち落語にも自信が
もてずついには重圧に負け
失踪する
自分の個性を活かした新し
い形の落語家となるべく草
若を襲名する
四草
妾の子という境遇からつっ
ぱって生きる
草若と落語に出会い父性を
感じつつ稽古する
やはり自分には拠り所がな
いと常に不安がる
徒然亭に自分の居場所があ
ることに気づく
小次郎
優秀な正典と常に比べられ
てひねくれる －
無職でぶらぶら暮らし一旗
上げようとしながら何も結
果を出せない
小浜の男としてのプライド
を満足し奈津子と貧しくも
幸せに暮らす
正平
自分の夢（恐竜研究）が実
現可能なのかどうか不安を
抱える
夢に向けて大学に進み卒業
する
家の事情を考えて留学を止
めるも夢を諦めきれずフ
リーターになる
正典の助言に基づき念願の
恐竜博物館学芸員になる
最右欄の下線は、各人物の「ふるさと」となる事物や人物
【図表５】主要登場人物の螺旋的な人生行路対照
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のと同様、徒然亭に「ふるさと」を見いだした四草のため
にも、三人が「兄弟」であってほしい、という萬事の願い
が込められていると考えられる会話である。
他にも多くの人物が、喜代美と相似の人生行路を辿る。
これをまとめたのが【図表５】である。
草若や正典は、元々のコンプレックスがあったのか、ま
た何であったのかは不明である。これは、両者がそうした
ものを抱くべき年齢がストーリーの外（始まる前）であり、
描かれていないからである。また、小次郎はずっと無職の
瘋癲生活をしているので、他人から見たときに表層的成功
と呼べるものはない。ただ、小次郎自身はその生活を楽し
んでいる。
ここで注意しておきたいのは、草若が小次郎を肯定的に
評価していることである。すなわち、（4）の「ほんーま
におもろいお人や」であり、（5）の「ほんーま心の綺麗
な人ゃ」である。そのように評価していることが、草若が
（７）のように小次郎の積年の憂いを霧消させてやること
と整合する。
小次郎は、一発当てることしか考えていない、不器用で
他人の足を引っ張ってばかりいる人物として描かれてい
る。現実社会においては強い批判に曝される属性の持主で
あり、実際劇中でも何度となく罵られている。しかし、主
人公である喜代美の価値観の拠り所でもある草若が、その
小次郎を悪く言わないことで、『ちりとてちん』というド
ラマの懐の深さ、言い換えれば、許容度の高さが視聴者に
感得される。
この小次郎をも許容するほどであるから、いかなる人間
をも『ちりとてちん』は排除しない、ということであり、
これは先述の概念主題を裏付ける。喜代美が、稀代のほら
吹きである木曽山をも弁護し、草々が言い渡した破門を撤
回させた（第 23 週）のも、同様である。
草若が小次郎をそのような眼で見ることができるのも、
「落語家」である故である。前章で指摘した草若が小次郎
を指す時の〈小次郎はん〉という呼称の「ねじれ」は、こ
のことを象徴している。
【図表５】の全ての人物の人生行路が、直接呼称によっ
て象徴されているわけではない。しかしまた、全ての人物
が最終的な生きざまを見いだすときに、それぞれの「ふる
さと」となる事物や人物を触媒としており、その「ふるさ
と」は【図表４】に整理したような呼称の体系によって支
えられている。
おわりに
人物呼称を足がかりとした、『ちりとてちん』の作品構
想の全貌は、概ね明らかにできた、と考える。
論考の最初に述べたように、『ちりとてちん』は人物名
称と人物呼称とに緻密な設定が意図的になされている。そ
れゆえにこのような観点での論考が可能となった。しか
し、こうした論考をなすことは、テレビドラマの表現論的
分析の可能性、ひいては、テレビドラマ表現そのものの可
能性をも示唆することとなった。もちろん、このような表
現のあり方が、『ちりとてちん』が上方落語を題材にした
特殊性を有するからこそ可能であったことは否定できな
い。他のテレビドラマにも敷衍し得る表現・分析の方法論
であるのかどうかは、今後慎重な検討を要するであろう。
しかし、いずれにしても、わが国のドラマ史に残る名作
を、表現論的な観点から解題できたことは、意義のあるこ
とである。
なお、本論考の骨子にあたる第４章の六つの項目では拾
いきれなかったが、それなりの意味を宿していそうな人物
名称・呼称の諸相も論じ残している。
たとえば、（23）において、小梅が正太郎を指して〈正
太郎ちゃん〉と言ったのを受け、草若が瞬時に正太郎と小
梅とがいかなる夫婦関係であったかを悟っているらしい
ところである。あるいは同様に、緑が夫草原を指す呼称が
〈まー君〉であることを周囲も受け容れているところであ
る。さらには、喜代美が婚姻届を記入するにあたって初め
て草々の本名を知り、自分の名字和田と草々の名字青木と
を比べて、学校生活での扱いの違い（出席番号など）を想
像して僻むところである。
このように、人物呼称・名称に関して細部まで濃やかな
表現意図がゆき届いた作品であるがゆえ、主要な様相に
絞って考察せざるを得なかった。残した問題に関しても、
機会をとらえて分析を試みたい。
（了）
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
